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研究成果の概要（和文）： 

本研究でいう「育児をめぐる迷惑意識」とは、社会全体が抱きがちな育児に対する迷惑意識
のことをいう。「育児をめぐる迷惑意識」の実態と形成要因、またその意識が育児を担う人々に
与える影響について明らかにし、育児不安や出生意欲との関連も検討した。自分の子育てにつ
いて、配偶者や祖父母、迷惑をかけたと回答するものは多く、職場や公共の場での迷惑も指摘
された。育児をめぐる迷惑意識は、育児不安や出生意欲と関連しており、育児をめぐる迷惑意
識を規定する要因として母親規範意識や世間の目が考えられた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

In this study, it is defined as “Consciousness of causing annoyance in regard to their 
childrearing” that people feel an annoyance about someone’s parenting in the society 
and parents feel guilty for others about their own childrearing. The purposes of this 
study were to grasp whether parents who are childrearing have the consciousness of 
causing annoyances in regard to their childrearing, if so, when they did it, and what 
factors were related to the consciousness. Additionally, we also considered the relations 
between the consciousness and their child-rearing anxiety or desires to have more 
children.  

 Nearly half of the subjects have had the experience of causing an annoyance to 
their partner, their own parents, and the people in their companies or in public. The 
consciousness of causing annoyance in regard to childrearing seemed to be related to 
their child-rearing anxiety and desires to have children. The personal factors that 
seem to influence the consciousness of causing annoyances seemed to be mother 
normative consciousness and by the public.  
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１．研究開始当初の背景 
 本研究でいう「育児をめぐる迷惑意識」と
は、「こんなところに子どもを連れてくるな
んて」「子どもを理由に仕事途中で帰る母親
は困る」などといった、社会全体が抱きがち
な育児に対する迷惑意識のことをいう。 

現代の育児を取り巻く生活は、母親にとっ
て非常に厳しいものであると思われる。子ど
もを誰かに預け、自分自身の時間をもつこと
も困難な状況にある母親も多く、父親が育児
に関わらない家庭では、母親は育児不安を高
め、夫婦関係にも溝が生じている。その背景
には、我が国に根強い母性神話や性別役割分
業意識に伴った、子どもを母親以外の誰かに
託すことへの「迷惑意識」、子どもを母親以
外の自分に託されることへの「迷惑意識」が
存在しているものと思われる。社会全体の中
にある「育児をめぐる迷惑意識」が、育児期
にある人々を抑圧し、排除している可能性も
ある。人々の抱く「育児をめぐる迷惑意識」
は、直接的にも間接的にも子どもを産み育て
にくい社会を構築し、結果としてわが国の少
子化を進行させていると考えられる。本研究
において、「育児をめぐる迷惑」に関する意
識の実態把握を行い、その要因や影響が明ら
かにされることによって、今後子どもを産み
育てやすい社会、ワーク・ライフ・バランス
が可能となるような社会を目指して、具体的
な目標や方策などを設定することが可能に
なると考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、これまで蓄積されてきた育児

不安研究、育児ネットワーク研究を踏まえた
上で、「育児をめぐる迷惑意識」の実態と形
成要因、またその意識が育児を担う人々に与
える影響について、特に母親の育児不安や出
生意欲の観点から明らかにすることを目的
としている。 

具体的には、第一に、既存の育児不安研究、
育児ネットワーク研究、ワーク・ライフ・バ
ランスに関する研究を踏まえた上で、育児を
めぐる迷惑意識について確認すること。第二
に、それらの迷惑に関する意識が、どのよう
な要因によって形成されたのか確認するこ
と。第三に、それらの迷惑に関する意識が、
どのような事柄に影響を及ぼしていくのか
について検討すること（例；現在の育児不安、
今後の出生意欲等）である。 

 
３．研究の方法 
（１）インタビュー調査 
 大阪府、高知県内の子育て当事者、及び子
育て当事者以外の人を対象に、インタビュー

調査を行い、具体的な育児をめぐる迷惑意識
の内容と形成要因について把握した。 
（２）質問紙調査 
 インタビュー調査をもとに、質問紙調査票
を作成し、大阪府内の保育所及び地域子育て
支援センターに協力を得て、大阪府内の乳幼
児を持つ保護者を対象に質問紙調査を実施
した。643 票の回収を得た。 
 
４．研究成果 
（１）インタビュー調査から得られた知見 
インタビュー調査から特に子育て当事者

に関する結果のうち、公共の場に関する内容
について整理し、育児に関する迷惑意識の具
体的内容とその関連要因について考察した。 
育児に関する迷惑につながりやすい要因

として、場所をとる、子どもの声や音、子ど
も特有の行動、危険行為などの不適切な行動
があげられ、迷惑をかけやすい場所として、
商業施設や公共交通機関だけでなく、マンシ
ョンなどの居住空間、子どもの遊び場、歩行
時の道路などもあげられた。 
周囲からの批判の目を気にする回答もみ

られ、保護者には内在化された親責任の強さ
がうかがわれた。 
迷惑回避の行動として、子どもをじっとさ

せるなど子ども自身の行動を制限する、外出
しない、公共交通機関に乗らないなどの親子
の行動を狭める内容も指摘された。 
子育ての迷惑意識の形成要因としては、年

齢や育児の経験、共感性といった個人的要因
だけでなく、社会全体の親役割への期待の強
さ、人付き合いの希薄化した社会背景なども
うかがえた。 
本結果は、国際家政学会 2012 において発

表している。会場では、日本の子育てのしに
くさの現状や出生率との関連などについて、
多くの質問や意見を得た。 
 
（２）質問紙調査から得られた知見 
 インタビュー調査をもとに、質問紙調査を
実施した。調査項目は、自分の育児で迷惑を
かけた経験、他者の育児で迷惑をかけられた
と感じた経験、育児不安、次子の出生意欲な
どである。 
質問紙調査の結果の概要を以下に示す。 

①回答者自身の子育てについて 
「配偶者に迷惑をかけた」について「よく

ある」「時々ある」は 40％、「妻方の祖父母に
迷惑をかけた」は同 64％、「夫方の祖父母に
迷惑をかけた」31％、「職場への迷惑」55％、
「電車やバスなどでの迷惑」36％、「デパー
トやレストランで迷惑」54％、「子どもの遊
び場での迷惑」30％という結果となった。自



由記述においては、「配偶者に迷惑という質
問の意味が分からない」「夫婦で子育てと考
えると、お互い支え合い」という記述がみら
れる一方で、「迷惑をかけた」と感じている
回答者が多くみられた。 
 

② 他人の子育てについて 
 「職場で迷惑に思った」について、「よく
ある」「時々ある」は 16％、「電車やバスで」
は同 38％、「デパートやレストランなどで」
44％、「子どもの遊び場や公園などで」40％
という結果となった。回答者自身の子育てと
の比較から、他者の子育てに対して迷惑を感
じる割合は相対的に低くなっている。また、
職場での迷惑よりも、公共の場で迷惑を感じ
る割合が高くなっている。 
 
③ 育児不安との関連 

育児不安項目について因子分析（主因子法、
バリマックス回転）を行ったところ、3 因子
が抽出された。第 1因子を「育児の抱え込み」
因子、第 2因子を「子どもからのストレス」
因子、第 3因子を「生活のゆとりのなさ」因
子と命名した。それぞれの因子における因子
得点を算出し、育児をめぐる迷惑意識との関
連をみた。 
「育児の抱え込み」得点は、自分の育児に

ついてではなく、他者の育児を迷惑と認知す
ることと関連した。他者の育児に関して「職
場で迷惑」をかけられた、「子どもの遊び場
や公園で迷惑」をかけられた頻度が高いと感
じている群は、育児の抱え込み得点は高い結
果となっている。 
「電車やバスなど」「デパートや商店など」

「子どもの遊び場や公園など」で、自分の子
育てで周囲に迷惑をかけたと感じる頻度が
高い群で、「子どもからのストレス」得点が
高い結果となった。周囲に迷惑をかけるとい
ったことを経験しやすい背景には、そもそも
子どもが活動的であったり、子どものエネル
ギーを発散しきれない育児環境や生活があ
ったりするのではないかと推察された。 
「妻方の祖父母への迷惑」「夫方の祖父母

への迷惑」「職場への迷惑」頻度が高い群で、
「生活のゆとりのなさ」得点が高くなる結果
となった。恐らく共働きの家庭やひとり親家
庭など生活に時間的なゆとりがない家庭で
あると考えられ、祖父母の協力を依頼するこ
とが多いものと思われた。 
  
④ 出生意欲との関連 
 「もう一人（以上）子どもがほしい」とい
う次子の出生意欲との関連をみた。「自分の
子育てをしていて、配偶者（パートナー）に
迷惑をかけた」頻度の高いものが、次子の出
生意欲が高い結果となった。 
 また、子どもの遊び場や公園などで、他者

の育児を迷惑に思うことが「全くない」群で、
次子の出生意欲が高く、「よくある」群で出
生意欲が低いことが明らかになった。 
 
⑤ 迷惑意識の形成要因 
 迷惑意識の形成要因として、母親役割規範
意識を取り上げた。「母親は自分の楽しみの
ために、もっと子どもから離れる時間をもっ
てもよい」という意識について、「思わない」
「あまり思わない」群は、電車やバスでの迷
惑得点が低い。また、「しつけがなされてい
ない等の子どもの問題は、母親の責任であ
る」という意識について「思う」群は、電車
やバス、デパートや商店、子どもの遊び場で
の迷惑得点は低い。このことから、母親役割
規範意識が強い人は、他者へ迷惑をかけない
ように、外出を控えたり、行動を制限したり
するなどして、自分たちの行動範囲を狭めて
いるのではないかと考えられた。 
また、「周囲の人が、自分の子育てをほめ

たり、批判したりするのが気になる」という、
いわゆる世間の目を気にする群においても、
夫方の祖父母、職場、電車やバス、デパート
や商店、子どもの遊び場における迷惑意識を
強めていることが明らかになった。また、世
間の目を気にするものは、他者の子育てへの
まなざしも厳しくなる傾向にあった。 
 
（３）本研究のまとめ 
本研究から、自分の育児について迷惑をか

けたと感じるものは少なくなく、夫や自分の
親、職場、デパートやレストランなどの公共
の場でも迷惑を感じる傾向にあった。また、
同じ子育て当事者であっても、他人の育児に
ついて迷惑に思うものあり、デパートやレス
トラン、電車やバスの等の公共の場だけでな
く、子どもの遊び場といったところでも、迷
惑と感じる傾向にあった。 
育児をめぐる迷惑意識は、育児不安や出生

意欲と関連し、育児をするものの行動範囲を
狭めているのではないかと推察された。また
育児をめぐる迷惑意識を規定する要因とし
て母親規範意識や世間の目が考えられた。 
 

（４）今後の課題 
 当初は、子育て当事者以外の人をも調査の
対象とし、社会全体の子育ての位置づけを確
認しようとすることをも研究目的としてい
た。しかし、研究体制の不十分さや研究期間
の限界などから、インタビュー調査のみ子育
て当事者以外の人をも対象とすることとな
った。今後はさらに対象を広げていくことも
求められよう。 
 また、「迷惑意識」についてたずねている
項目が、対象者には伝わりにくかった部分も
あるのではないかと思われた。項目によって
は、意識について答えられていたり、実態に



ついて答えられていたりすることも考えら
れる。今後の課題としたい。 
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